日立阻クッキングヒーター ( ビルトインタイプ） 

設置説明書 

17横種共适の設置説明書になっていまず。イラストは、 HT - C 20 TWFS を主体に説巧しています。 


トツフプ レー ト巧7已 cm 

レン'力一巧アン 理シ 巧ム讨 

トツププ レー ト幅 60cm 

レ奶书 巧が 机 fj 

中巧 
ヒーター 

HT-C20TWFS HT-C20TWS 

HT-C20TFS 

HT-C20TS 


HT-C10TWFS 

HT-C10TWS 

HT-C10TFS 

HT-C10TS 

IH じ ーター 

HT-C9TWFS 

HT-C9TWS 

HT-C9TFS 

HT-C9TS 


HT-C8WFS 

HT-C8WS 

HT-C8FS 

HT-C8S 

HT-C8 

クイック 
ラジ I ント 


C8 シトズ 


IHT - C 20 T シリーズは左.ちヒーターび才ールタタル巧応です。 
HT - CIOT シ U — ズはちヒーターび才ールメタル巧庇です。 


HITACHI 

Inspire the Next 

設置されるち への お願い 

i ♦この設置説明書は天ぶら絹.巧 
班書.取扱説日月書，カンタンご 
使巧方イドととをにおずお客様 
にお渡しください。 

•本な設置時に、トッフフレート 
やお作部ユニットを分醉し召:い 
で < ださい。 

•記運おを必ず巧い.お客樣へ正 
しい使いかたをご説巧 < だでい。 



安全のため必ずお守りください 


置をする前に，この設置訪巧含をよくお読みになり、正しく設置をしてくだごい C 

，こに示したミ主意事項は、 

示の容をな巧しで誤った度いひたや設置やェきをしたときにちじるを害や頃害の巧度を，巧の表示で区分し、説日月しています。 



Q 

0 


トッププレートに衝擊を加えない 

万一ひびげ入ったり割れると.週熱-異常動作•恐 
電の原因にな0ます。 

トツフフレートの上に棄コに D 物を落とした0しり:し、。 


A ま意 

ち'感 I 


試運転中は、トツププレートやオーブンなどの 
寓温部に魄れない 

やけどのおそれび友日ます。 


〇 


カウンタートツフの巧料は、耐熟が料のものを使う 

巧硬化あ巧旨化お栃 （ J 旧 K 690 3) またはこ打と同 
等 U 上の耐熱性を有するがお 
耐熟性の低しホ}料を使巧すると,変お’义おの原因にな0ます。 
ニス引さのちのは変色するため.巧わないでくださし、。 

製品近傍のシステムキジチンの材料は、95で 
W 上に耐そるものを使う 

システムキツテンのをち-をおの原因にな D ます。 

















設置をされる方へのお願い 


♦この IH クッキングヒーターは.適切な電気工事と設置びされていませんと性能び十分発拝でさないばか D か.週熱などのをおび生じる場合 
があ D ますので.この設置説日月星をよ<お読みのラえ.適切な設匡をお顔い致します。システムキッチンなどに組込んで<だでい。 

•空気工事は.化ず「空気工事±」のを許をお持ちの方び巧ってください。 

•設贾完了後は、「設置完了後の垣認」を巧い.お客様へご説明ください。 

•付属品の確設をしてくだごい。 



[ A 警告 1 

設置ずるときは、火災予防条例に基づを、 

プラグの巧および巧の巧付面に、ほこりび 

AS 化ず可燃物との離隔距離を守る 

AS 付着していないことを確認し、ガタのない 

ス y 醒難び近いと火がの原团こなります。 

ス y よう根元まで確実に塞し込む 


ほこ D び付着した D、 接続び不完全な場合、感里 

電源電線およびアース線は、プラグをがし 

や义災の原因になります。 

(\)て直結しない 


V -> 漏 奪 や シヨー トによる 感要 •発乂の原因になります。 

、 

ノ 


電気工事 必ず電気工事±のを許をお持ちのちが巧つてください。 


• IH クッキングヒーターは.専巧回路 （1 台のクッキングヒー 
ターに1分岐回路）を設置してくだごい。 


専用回路、漏電しゃ断器の設置 


♦専用回跨、漏空しやが器を設置して < ださい。 


専用回路 1 

: 漏電しゃが器 

ブ レーカー 巧さ 1 

単相200 V.30A ! 

1 

定巧里流: 30A 感度空流: 15mA 


※云巧20 0V (動力亀源）には接掃しないで<ださい。 


屋内配線用電線、コンセントのお状 


参 IH クッキングヒーター用のコンセントは規格でなのよラな 
をのび標準品となっていますので.寧前にご宿誘の上、設置 
してくだでし、。 


器具の容量 

幹線の太ご 

コンセントのおが 

30A 

02.6mm 

-- 単巧2日 OV 用(接地極巧）1 
• 250V-30A 1 


を□種接地工事 （ looniu 下）を必ず巧ってください。 


I が消賣電力の切り替えについて】 

本 IH クッキングヒーターは,工場出荷時が消養笔力を 5.8kW に設定して 
お D まずび. 4.8kW に切 D 替えること色でをます。アンペアブレーカー 
の容匿不定の場合などで.ご巧巧上不1更なとさに遇 I ベます。 

※詳細は、お買上げの版売店へお間い合だくだごい。 

♦切り替まちま 

①才ープンのみと稱2つのキーを同時に巧し W び5逗源スイッチ 
を巧し覃源を入れる。峰 

-左ヒーター表示卽に を目巧 び表示ごむる。 

-前面操作部の表示部に^び表示される。 

③左ヒーターの r 設赴キー问を巧す睁爾でび表示され 4.8kW 
に設定ごむる。 

③左ヒーターの r 設定 J キー因を巧す瞭技迦ウ请示ご n 己 8kw 
に設定される。 

※キーを巧さない状態で5抄経過すると、切0替え6れなくな 
ります。このとさは、巧度①③③の操作を巧ってください。 

留) 里 源スイッチを巧して電源を切る。 

《設ちのお該は①の操作を巧って < ださい。設定の確認をは電源 
スイッチを巧して電源を切って < ださい。 











各部のなまえ 


IH クッキングピーターの前面はでさるだけぶ <(6 Clcm 喊上)をけて這斤ちや冷面宙’冢具等の巧が 巧玲巧 I すこ n を段けたとさ、樓器周囲の不を湿度び 

当たらないぶラにして <ださい。 呈通35での時100でを當そない巧巧巧をちすること。 

^本化か6は11«|ヒーターのちを2〇の10±^£?1要でず。 


本体 


«イラス W ま、 HTT - CSOTWFS で g 巧しでいます， 


1ピーター安巧は W 力にのじて4みこが0 
「1 J n 2」で火力の茵足巧巧を巧面 
ろせします. 

ちヒーター足巧は，在•ち•中巧 
じーターの«巧をちえてびら 
灼10お部に《化し朱す， 

ち度房巧をずると元の明るで 
じ戻ります， 

巧ち巧 

/レンジフードフアン、 
1巧ぉシステム巧のみ/ 

をヒーター扉巧巧 


幼"一じけ:をき示しすす） 


上面操作パネル 


• 業 SS に B がいに S & ないでくだ SW ， 



I をヒーター^ 

I ifH 

■UMPf な 


中巧ヒ ー 


S お 


をな巧 I 


I ミ曲システムがのみ J 


nfsaamu 

巧巧み 


9口日•日 n がが Hi かが MO 
曲 DvO 卜 rWt . M 巧 •* 田 


巧/スタートキー 


I I ► I foi i、】3i j ^ I ►j [© I i*：j- j m (< 

]■ / / 7- 切'スタ-トキ-イマーキ三、中决 I 

幼年—/ / なミ6ま,。。し、63、細、\ ごすきま 


11が i lx I I が] I < ► I [〇] 


拉キ 

• A 力を 


I 巧护 


7—キー 

• タイマー時 Hia 定 


• «け6の、5■むなし、 S 3、巧巧、 
かめろの.ステーキの芭ザ 


•« け6ののま S をを 


y ニユーキー 

一 》 •死 S , a みみの坦ぞ 

ttc キ— 

• xjM •タイマー巧材 a :? • ga 、 w 、< W 5 S!e 
巧宙 ao ぴし定せ上が osra . 巧まの as . 巧 S ロッフ巧の巧ち 


/么ヒータ ー1 巧がと、 

巧13巧じ I 


•庶カバー 

中に 中巧ヒーター 


をヒーター { lH :3 0 kW 


すールXタル 
【C20T シリー 

巧巧 
なみ） 

B 又れレス 

3 0kW 

7ル5 n 

S む W 



I y- 7 VCl.Bki^ i 釋みぶで駕 

! 認飄 .. 》占 . 二 . 。 ; ご 1 ^ 医 

信 < ための g をです. I ると5モ K の牛巧 S<v- フさいで巧 I* 


-上 n ；- バ- 


. ■坦コード 
フラグ 


町国巧バみレの R 贿 


ま吸巧7ると5モ K の牛巧 S < V - フさいで巧I * てくだでい， 


前面»巧バネル 


>前面を示巧 


チサイルド□ッヴランフ 



款 







L ■れイッチ«が入/田） 


>前面按巧舒（居がるとかさおがしで K さ巧） 

才ーブンをち P 

。苦…ド锐揣織 

曲盈带，车 || 气 fr 


t — プン 


. ?—キー巧/スタートキー 
•タィ7-巧■を定 


欄巧職。3 

•占口巧5 •ク 4 力 S 左 


• ロツクホすると5や清巧？ると513 
霉タスイツチを义 n 年一を3か齿冉7, 
•じーター巧巧#巧□ツクで e をなん， 
• «»スイツチを两つてを(またはブラ 
ブを&いてる)化 n レでいます， 


■ sn さ B しキー 

•呂出づ/、•を B さ S し gf , 
• 宜■の gg なみ宜ぞしま？. 


設置場所の確認 


♦火災予防条例.電気設備技術基準第5目条に巧って設置して<ださい。 

♦カウンタートッフは熟硬化樹脂化粧板 (J 旧 K 690 3) と同等な上の耐巧性があるちのを使用して < ださい。 

ニス引をのをのは変色しますので使〇ないで < ださし、。 

•製品のを属部びシステムキッチンの金属部と接おする場合、建造物の壁中の金属（メタルラスなど）とシステムキッチンの金属部 
を接おしないよラにするか、または IH クッキングヒーターのを属部びシステムキッチンの金属部に接触しないよラに取 D 付けて 
<ださし、。 

♦製品は水平に設置して < ださし、。 

参製品は火が予防上、可燃物との間を図のように離して取り付けてください。 


■このクッキングヒーターは r ミ肖巧を設居基準 J に基づく試致基巧に適ち 
しております。建を物の可な物か 6 図のように巧して設置してください。 


■在記寸まがとれない場ちには、不ななに 
よる巧新板を取 0 付けてください。 
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システムキッチンの加工寸法 （ 靴 i mrrO 



•《1、《2のす法は製品寸法ですので、この部分への巧起物びないよ5にしてください。 

參※！は標華仕様でキヤビネット前面の開□づ法は22已 mm 対応となっておりぎずので、開□寸法び24日 mmiU 上で隙間 
びをじた場合は、別売の下ルーパーをご使用ください。 

•《3の寸法はカウンタートツプの巧位置の基準を巧し、この範囲であれば設置できます。 

参※4のカウンタートツフの厚みは、 40 mm を基準としてし、まずので、厚さび 30 mm の場合には、別売の上ルーバーをご 
使用ください。 

参※4び 40 mnU ソ上の時は、上ルーバーび接邮するので設置でをません。 

♦※己の寸法は、キャビネット前面の閱□サ法で巧巧き2日 mm まで必要な空間でず。 
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トッププレート幅 60 cm 




ビルトイン電気オーブンレンジを設置ずる場合は、巧の作業を巧ってくださし、。 


♦ビルトイン電気才ーフンレンジ ( MR 0- SK 2 Cn . MRD - SK 201 B ) に付属の r 巧気筒」を IH クッキンヴヒーターにお続してくだごい。 

① IH クッキングピーターの ③ IH クッ车ンブピーターの ⑤ビルトイン空気才ーフンレンジに 

背面にお D 巧けであるが の'が奇カバーを巧す 巧おしでし巧ち f 気筒を表間に合わせて 

気固挿入□カバーをかし. 才ーブン用巧気日，の-目 f 気力巧入しでねじ止めする 

止めネジを同じ場巧に止 排気商巧入 □ 1 . / . - 

めます。 し 一 I l \ 11111 11 し II I I ぶ，差し込む 

トツソフレート \ ム 


II を巧す 

IH クッキング ヒーター 背面 


※詳細はビルトイン巧巧オーブンレンジの設匡説明含をこ g ください。 


トルが J 畑の化-夕-1已0 


IH ヒーター 


上面図— 


後面図 


HwnSi 






































































の•扫债カバーを取 D 夕げ 


みオーブン巧の巧属品は、本体をはめ込む時に、レール 
が出でくることびあるので.巧さないでくださレ。 


設置方法 必ずブレーカーをしや断して設置を巧ってくださし、。 


※トッププレートは、外をないで < ださい。 

1プラグを差し込む 
■ •カウンタートップに傷をつけないよ 5. 
段ボール板を敷いで < ださい。 


カウンタートツプ 


K ツキン 


ビニール沒 
テーフ 




おボール/ 

y カウンタートップに本化の前面を挿入してからを体をはめ込む 
♦はめ应み時は、前面のスイッチや前板をカウンタート，ッフに当てない 
ぶ5にを忘してくだごい。（傷びつく原因になります） 

♦電源コードを本体底面とキサビネットの間に採まないよラごま意くだ 
でい，（本巧び巧き.すさ間び生じます） 

•プレートワク裏側のパッキンびめく: n にり.はみ出しに D しなし、撕こを 
意してくだごい。 

•カウンタートップとス化のトッププレートのすを聞び全周にないことを 
お該してください。 

♦はめ込みをオーフン巧のテープをあ 0J (ッキン.ポリ巧をがしてください。 

力つンタ—トッフび巧っているなどですき茵びをる場合は別売のボウスイテ— 

フ (HTC-4CB 031:メーカー岳望小売価格5巧円(お巧500円、2008年 
8 月現在)）を用い.すを間を塞いで<ださい。（水富乂防止のため） 


断面図 


方ウンタ- 
トツプ 



本体の前面 

※賠5みに柔 D 上ばない 
よう.フラット部に 
セツトして<だごい。 


上ルーパー巧取0付け、本巧の位置を調整ずる 

W ♦ちち測面の善し込み□に、上ルーパーの突起部を善し込んでくだごい。 

(まし込んだをに J: ルーバー巧測の凸部が、本巧側面角巧部に坦まに入つ 
ていることをご確認ぐださい） 

♦プレートワクとカウンタートップの巧巧巧の巧强び図 A の寸まとなるよう 
本がのを置を調節してください。 

參上ルーバーとキャビネットのちち測面とのすさ間が巧一になるよラに本が 
化置を詞節して < ださし、。 

♦キャビネットの扉面と本巧の前面が合うよラに，本体のに置を韵節してく 
ださい。 

•本巧の泣置を調節する場をは.本巧を持ち上けて調節して<だでい。本巧 
を持5上げないで位居を围節すると.フレートワクの呈刚のバッキンびは 
み化る場合があります。 














内觀の凸部 


〇 



の気□ボケット、の•巧氣力/ f —、 化粧 A ‘ネル上、 

化巧パネル下、才ーブンドア、受虹、煤網を取り 
巧ける 

♦巧気ロボケット、吸-排気かて一を取り付けてくだごい。 
♦{ヒ巧パネル上をおり付ける。〔ツメを本体のち巧に勘をさせる） 
♦{ヒ巧パネル下を取 D 巧ける。 

♦才ープンドア-受皿-規おを巧 D 付けて<ださい。 

《ドアの巧日付けは、お扱說巧含 (40 ページ)を参照して<ださい, 
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才ープンのテーフ止めをがし、ルッキンを列したか巧鼠してくだごい。 
才ーブン巧內、トッププレート上に巧包巧がないか巧誘してください。 

吸.巧気カバー.收気□ポケット-上ルーパー.化巧 K ネル(上’下）’ 
才ープン（ドア•受皿•烧巧）を巧り巧けましたか。 



①クッキングヒーター巧の空巧空圧が r 単相2〇口乂」であることをお認してください。 I 

(巧圧異常の場合は C S :または [ S をき示します） I 

♦連動な能巧きレンジフードと巧みをわはてお宜の場台は、レンジフード単巧で正常に»作することを巧 I 
巧し、巧止させてくだでい。まに.送盾がをおなどでさえぞ S ないようにしてください。 I 


(をち源スイッチをブザーが嗎るまで巧してくだごし、。 


•空巧ランフが点灯しまず。 


@各ヒーターまたは才ープンを「入」にして，動作を巧誘してくださし、。 


( 】 ） 左 • ちヒーター （IH ヒーター）、 

中巧ヒーター （IH ヒーターのとき） 

淀にコッフ1巧程度（約200 mU の水をんり、 
ヒーターの中巧に H を、ちちヒーターでは中义 
キーを.中みヒーターでは火力設:定キーを巧し 
たを.切/スタートキーを巧してください。 
※辑を直かなし化通里しまだん。 


参上面得 f 乍バネルのた•ち-中央ヒーターの 
通否ランプと上面表示巧の巧晶表示びオレ 
ンジとな0、义力「フ J と哀示します。 
しば5<すると、む須が巧とラします。 
•レンジフードび自動的に運ぁします。 


(2) 中巧ヒーター(クイックラジェントヒーターのとき） 
上面保作部の中巧ヒーターの切/スタートキーを 
巧したを [► 1 キーを巧して < ださい。 


•1 ■面 i 揉巧バタルの中巧じーターの窝否ラン 
プと上面を示街の;巧晶表示がアカとな〇义 
力を表示し、約4巧をにじーターびホおし 
ます。 . 

•レンジフードび自動的に運をします。《1 


(3) 才ープン 

前面操作バネルの手»キーを巧して I ストを 
适び.才ーブンの切/スタートキーを巧してくだ 
さし、 


>前面操作パネルのオーフン通空表示び点灯 
し.しばら<すると巧巧びな<な0まず。 

>レンジフードび白な的に運拉します，※1 


(4) すべてのヒーターと才ーブンぞ存止してください。 
左.をヒーター.中巧ヒ—ターの切/スタ—卜 
キーを巧します。また才ーフンの巧/スタート 
キーを巧して唐止して < ださい。 


>乂力表ち-话巧ランフび消のしまず。 

(通否時間によっては育湿注意表示巧します。） 
>レンジフードび約3分を曰動 ff 止します。 

ぷ2 


《1.レンジフードび停止中に、ヒーターを適お開治した場合です。 

※し 2. 運動抵菲巧レンジフードとレンジフードフアン連動システムけクッキングヒーターを巧みさ〇せた巧をです。 

Q きヒーターを存ホを、构30分経巧すると才 一 W のーオフぴ电き.自お)的に巧原ランプが消りし.空おび切ります。 

♦巧巧巧了をはをず巧巧スイッチを巧して里源を切ってくだごい。 

S 巧を r 切」にしに巧をでをお病してを幻]フアンび回りますび、異巧ではありません。本体巧部の回巧を巧函ずるために、 
キー巧作をち巧フアンび必ずが110分間な作しまず。（自がの L をがフアンは止ま D ます。） 

参-西運窗は IH で巧える錫を巧巧してください。村届の天ぷ5細ま巧用しないでくだごい。 

觸風こ抵石びつくをので.あの平らな卽巧び直涅12〜 26 cm のもの。ちの反りや脚び 3 mmUi 下のもの） 
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2-H/C7I-2B 


F9(HP) 


アースが設«ごれています か。 

,巧 S しゃ断おが設田されていますか。 
I フラグを巧統しましたか。 


設置完了後の確認 


I 通巧をする前にオーブン庙巧> トツフフレートの上に巧包ながないことをお設してくださし 
I 設: S お了を、巧のモ順で巧設して< ださい。 


巧_詔_項目 T 確勵 M H 


取り外しちがけ 


お巧エ巧 







